













































第 1 章 日本の初期映画における受容システムの検討
第 1 章では、染井三郎という人気弁士が評価される際の価値基準が変化していったという事例を通して、











































































第 3 章では、「声色弁士 J とは対照的に改革後の映画文化のなかで許容された「説明弁
士 J (西洋映画に物語の筋説明をつける弁士)の例として内藤紫漣と西村楽天を取り上げ、
検閲者や知識人に近い立場から映画文化の改革に加担した説明弁士が、フィルムの自律
性を尊重し、時に弁士不要の映画を理想、とみなすことで結果的に活動弁士の終罵を用意
する面を持っていたことを示した。これは新しい知見である。
終章では、結論と今後の課題を提示している。
以上要するに本論文は、日本のメディア文化史として日本映画史を捉える立場から、
これまで一枚岩的に捉えられてきた活動弁士の職能の多様性や時代ごとの変遷を手堅い
資料調査をもとに示し、受容や興行を含めたコミュニケーションの場における映画文化
の歴史を理解するための重要な視点を提供しており、情報科学の発展に寄与するところ
が少なくない。
よって、本論文は、博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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